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　日ごろ県内各地で元気に活動しているスポーツ少年団の団員・指導者の皆さん、そして
その活動を支え、応援してくださっている保護者・役員・事務局の皆さんのスポーツ少年
団活動に対する熱心なお取り組みに対し、心から感謝申し上げます。また、ご理解・ご支
援いただいている行政や学校・企業などの関係各位にも厚く御礼申し上げます。
　昨年４月に本部長に就任した髙橋正司と申します。緒方前本部長同様、スポーツ少年団
発展のため全力で取り組みますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　さて、本号でも概要を掲載しておりますが、昨年７月28日（金）から31日（月）の４日間
にわたり新潟県妙高市で『今	そのトキ‼	妙高でひろげる“ＷＡ”の翼』をスローガンに「第
55回全国スポーツ少年大会」を開催し、多大な成果を上げ、盛会裏に終了することができ
ました。
　全国から集った参加者は、新潟・妙高ならではの豊かな自然体験、サマージャンプ観覧、
障害者スポーツや2020東京大会新種目の体験、キャンプファイヤー及びドイツスポーツ
ユーゲントとの交流といった様々なプログラムと集団生活を通じて友情の輪を広げ、一生
忘れ得ない思い出をつくることができたと確信しております。また、本県にとってもリー
ダーの成長や大学等との新たな連携などの成果があり、本当に有意義な大会となりました。
　日本スポーツ少年団では、幼児期に遊びながら多様な動きを身に付け、運動好きの子ど
も達を増やしていくため、「幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム（ＡＣＰ）」
の普及に取り組んでいます。また、全国のスポーツ少年団での社会貢献活動等を「時間（分）
×人数（人）」で集計し、第１回オリンピック競技大会（アテネ）から第32回オリンピック競
技大会（東京）までの期間にあたる約125年分の活動となることを目標とした「東京2020
応援プログラム（申請予定）平成30年度スポーツ少年団全国一斉活動」を平成29年度に引
き続き実施します。
　このように日常的なスポーツ活動とは別に、全国や北信越ブロックなどでの交流、リー
ダー人材の育成、国際交流や社会貢献活動などの幅広い育成・交流活動があることがス
ポーツ少年団の特色ですので、これらの活動にも積極的に参加していただければ嬉しい限
りです。
　今年も各種大会の開催、指導者やリーダーの養成講習会・研修会の実施などを通じて、
スポーツによって地域で子どもたちを育む環境づくりの一翼を担うスポーツ少年団の発展
に向けて取り組んで参ります。それぞれのスポーツ少年団においても安心・安全に留意し
つつ様々な活動を推進願います。
　結びにあたり、皆様にとりまして本年が素晴らしい年となりますよう祈念いたしまして
ごあいさつといたします。
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新潟県労働金庫様からの寄付金贈呈
　平成30年１月24日（水）にデンカビッグスワンスタジアム会議室にて、新潟県労働金庫様から公益財団法人新潟県体育
協会の青少年の健全育成活動にと「ろうきん笑顔プロジェクト2017」の寄付金450,800円を贈呈していただきました。
　新潟県労働金庫様の社会福祉貢献活動の一環である「ろうきん笑顔プロジェクト」は、「〈ろうきん〉を利用するとより多
くの笑顔につながる！」をコンセプトに2015年からスタートされた取り組みで、新規ご利用１件につき、100円を新潟
県労働金庫様が拠出して地域に貢献する活動を行う団体等へ寄付をされている活動で
す。
　贈呈式では、新潟県労働金庫理事長江花和郎様から「若い人たちの育成にお役立てく
ださい。」と公益財団法人新潟県体育協会の阿部徹専務理事に目録が手渡されました。
　この度頂戴した寄付金は、スポーツを通じて青少年の健全育成に取り組んでいる『ス
ポーツ少年団』の交流活動や人材育成活動など、子どもたちの笑顔が更に広がるような
活動に有効活用してまいります。
　新潟県労働金庫様並びにご利用者の皆様に心から感謝申し上げます。 阿部専務理事 江花理事長
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競　　技 期　　　日 会　　　場
剣道 11月23日（金・祝） 上越市総合体育館
卓球 8月25日（土） 亀田総合体育館

バドミントン
団体戦 5月3日（木・祝） 十日町市内予定
個人戦 8月26日（日）予定 新潟市内予定

柔道 8月19日（日） 聖籠町町民会館
空手道 11月18日（日） 燕市体育センター

軟式野球 6月23日（土）24日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6月30日（土）7月1日（日）予備日

みどりと森の運動公園野球場
小針野球場（交流戦）

サッカー小学生 8月18日（土）19日（日） ニュータウン運動公園サッカー場ほか
バレーボール 9月予定 下越地域予定
少林寺拳法 7月15日（日） 小千谷市総合体育館
ミニバスケットボール 8月18日（土）19日（日）　　 長岡市市民体育館
※	発行時点での予定のため、止むを得ない事情で変更になる場合があります。正式な開催通知等でご確認ください。
※	詳細は市町村スポーツ少年団を通じて案内します。
※	「軟式野球」「サッカー小学生」「バレーボール」「バドミントン個人戦」は県総体出場のための地区大会を開催します。

 開催日：平成30年9月22日（土）～ 23日（日）
　●バドミントン　団体戦女子	（会場：長岡市北部体育館）
　●ミニバスケットボール男子	（会場：長岡市市民体育館）
　●サッカー　男女問わず（会場：長岡市ニュータウン運動公園サッカー場）

 開催日：平成30年10月27日（土）～ 28日（日）
　●バレーボール男子　（会場：長岡市みしま体育館）
※	このバレーボール競技の優勝チームは、第16回全国スポーツ少年団バレーボー
ル交流大会に北信越ブロック代表として出場します。
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１人でも多くの団員の参加と多くの皆様からの熱い声援をお願いします！

第38回 北信越ブロックスポーツ少年団
競技別交流大会開催

各県代表１チーム及び
新潟県代表２チームが参加します
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　　　　第55回
全国スポーツ少年大会を開催しました

　全国から新潟県妙高市に集まった参加者たちが、平成29年７月28日（金）～ 31日（月）の４日間にわたり多彩なプログラ
ムや班別活動などを体験し、スポーツや交歓交流でつながった「輪」、全国・国際交流で広がる平和の「和」、みんなで対話
する「話」など、妙高でつくったたくさんの“WA”が、「羽」となって大きな翼を広げました。
　新潟県スポーツ少年団リーダー会もこの大会の企画・運営に携わり、上越教育大学等の学生や関係団体のご協力と連携
を得て、参加者たちと共に大きく成長することができました。
　参加者・運営関係者、みんなにとって忘れられない熱い夏の最高の思い出です！

田邉　悠磨さん
（白根剣士会道場スポーツ少年団）
　初めての参加でよく分からないこ
とがあったり、なれないこともあり
ましたが、分かりやすいプログラム
と優しい班員のみんなのおかげでと
ても楽しい４日間でした。オリン
ピックや障がい者スポーツへの興味
や関心がわきました。とても充実し
た４日間でした。また参加したいと
思いました。

吉澤　光稀さん
（白根剣士会道場スポーツ少年団）
　普段はできないことが、こ
の全国スポーツ少年大会を通
してできてすごく楽しかった
です。班のみんなとも絆を
めっちゃ深められて最高でし
た。絶対忘れられない体験に
なりました。来年も全国ス
ポーツ少年大会に絶対行きた
いと思います。

長谷川　航介さん
（長岡蒼柴柔道クラブスポーツ少年団）

　全国スポーツ少年大会に参加して学んだこ
とは、積極的に自分から話す行動力を付ける
ことでした。今までの合宿では自分が話かけ
られるのを待っている部分がありました。こ
の大会ではいつまでも待っているのももった
いないと思い、積極的に話しかけた結果、10
人以上の友達ができました。この大会がな
かったら積極性が身につかなかったので、参
加してよかったと改めて思いました。
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新潟県参加団員の声

髙橋大会委員長による開会宣言

リーダーによる参加者歓迎の様子

新潟県代表　白根剣士会道場スポーツ少年団・
長岡蒼柴柔道クラブスポーツ少年団

田中公陽さん（白根剣士会道場スポーツ少年団）による
代表宣誓
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）
長谷川航介さん（長岡蒼柴
柔道クラブスポーツ少年
団）による団員綱領朗読
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平成30年度　第56回全国スポーツ少年大会は 茨城県で開催
期間：平成30年8月2日（木）～ 8月5日（日）
会場：茨城県立白浜少年自然の家	/レイクエコー他
※正式な案内等は市町村スポーツ少年団を通して行います。

大会２日目は障がい者スポーツ体験とグラウンド・ゴルフ交歓交流大会を実施
熱いプレーが繰り広げられました

全体交流活動で参加者同士の心が１つに

大会３日目は日本の滝百選「苗名滝」へ
妙高の自然と迫力ある滝のパワーを体感！

班別活動や生活を共にして絆を深めた４日間

３日目の夜はリーダー会企画
のキャンプファイヤー

小雨もやみ、火の勢いとともに
最高のシチュエーションに！

輪になって踊り、みんなで大きな翼となった忘れられない夏の思い出

2020年東京オリンピック新種目「スポーツ
クライミング」「スケートボート」などの見
学・体験

ナショナルチームメンバーである清水亜久里
選手らによる100ｍ級の迫力あるスキージャ
ンプを間近で見学

大会概要
期 間	 平成29年7月28日（金）～ 31日（月）
会 場	  国立妙高青少年自然の家／妙高市文化ホール／妙高ふれあ

いパーク／新潟県妙高高原赤倉シャンツェ／国際自然環境
アウトドア専門学校／全日本ウィンタースポーツ専門学校

主 催	 	（公財）日本体育協会日本スポーツ少年団
	 （公財）新潟県体育協会新潟県スポーツ少年団
参 加 者	 約250名

7/28 開会式／歓迎演武披露／オリエンテーション／班別交流活動他

7/29 障がい者スポーツ体験（車いすバスケットボール、ボッチャ、卓球
バレー）／グラウンド・ゴルフ交流／全体交流活動他

7/30 妙高自然体験／オリンピック教育（スキージャンプ、クライミング、
スケートボード）／キャンプファイヤー他

7/31 さよなら交流／閉会式他

主な活動プログラム
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『派遣指導者としてドイツを経験して』

『ドイツ団員を受け入れて』

●	魚沼市少林寺拳法スポーツ少年団
指導者　岡本　秋太郎	●

　この交流事業は、スポーツや文化交流、ディスカッ
ションやホームステイ等を通じて互いの文化や生活、
考え方などを知り学ぶという大変意義深いものです。
フランクフルトとベルリンでの全体プログラムの他、
私たち北信越グループは地方プログラムとして、バー
デンバーデンとフライブルクを訪れました。辞書や
スマホなどのツールを使いながら、できる限りの英

語・ドイツ語や身振りで臆
することなくコミュニケー
ションを図る団員達の様子
は大変頼もしく、日本のア
ニメや音楽などを共通の話題として盛り上がってい
たのもとても印象的でした。何よりドイツの方々の
温かさが一番の思い出となったようです。
　この素晴らしい交流プログラムに多くの皆さんが
興味を持ち、参加してくれることを期待しています。

●	上越市スポーツ少年団　　担当　松本　智宏	●
　第44回日独スポーツ少年団同時交流事業としてド
イツスポーツユーゲントスキーグループ12名を７／
28～８／１の間で上越市にて受け入れをいたしまし
た。
　残念ながらホームステイはできませんでしたが、
同時期に第55回全国スポーツ少年大会が隣接する妙

高市で開催されたこともあり、そちらへ合流し親睦
を深めることとなりました。『全国から参加された団
員の皆さんと様々な活動を通し交流ができたことは
たいへん有意義であった。』と、ドイツ団一同感想を
述べていました。
　今回の受け入れを契機にスポーツを通じた国際交
流に積極的に取り組み、国際感覚豊かな少年少女の
育成に努めていこうと感じることができた、貴重な
４日間でした。

第44回 日独スポーツ少年団同時交流事業
共通テーマ「私たちにできるフェアプレイ～周囲へのリスペクト～」

派遣
2017/7/31～8/17
（バーデンバーデン他）

受入
2017/7/28～8/1

（上越市）

写真左　岡本秋太郎さん

後列右より２番目　松本　智宏さん
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たくさんの応援ありがとうございました！
第39回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会　北信越大会

　平成29年７月８日（土）～９日（日）に
県大会を勝ち抜いた北信越５県の代表８
チームが新潟市にて熱い戦いを繰り広げ
ました。
　新潟県代表は県大会優勝チームの燕西
小野球スポーツ少年団（燕市）と準優勝
チームのDMクラブスポーツ少年団（小
千谷市）。惜しくも両チームとも１回戦
敗退となりましたが、新潟県代表として
チームで精一杯、最後まで諦めずプレー
しました！たくさんの応援ありがとうご
ざいました！！

～こどもたちの成長と未来のために！～
平成29年度「新潟県スポーツ少年団指導者研修会」終了報告

　平成29年９月３日（日）村上市生涯学
習推進センターにて、新潟県スポーツ少
年団、村上市教育委員会主催、村上市ス
ポーツ少年団共催で平成29年度新潟県
スポーツ少年団指導者研修会を70名の
参加を得て開催しました。
　基調講演では、渋倉崇行氏（一般社団
法人スポーツフォーキッズジャパン代
表）を講師に迎え、「こどもたちのやる気
を引き出すコーチング術！」の演題のも
と、外発的・内発的動機付けの違いや自
ら考え行動する選手の育成の必要性につ
いて大変興味深い内容の講演をいただき
ました。
　その後の参加型パネルディスカション
では「グッドコーチに求められる絶対ス
キル！～指導現場での悩み、課題の解決
に向けて～」をテーマに、コーディネー
ターとして武田丈太郎氏（新潟医療福祉
大学健康スポーツ学科講師）、パネラー
として室賀大樹氏（新潟県スポーツ少年

団指導者協議会副会長）、阿部文明氏（胎
内市スポーツ少年団副本部長）、八幡良
一氏（関川村スポーツ少年団本部長）、中
村慎一朗氏（村上市スポーツ少年団指導
者）に、コメンテーターとして渋倉崇行
氏が加わり、研修会参加者からもディス
カッションに参画していただく形で進行
されました。
　「少子化における団員確保の悩み」「楽
しくから県大会出場までの幅広いニーズ
にどう応えるか」などグッドコーチに求め
られるスキルについて活発に意見交換が
なされ、実りの多い研修会となりました。

渋
倉
講
師

熱心に聞き入る参加者の皆さん

パネルディスカッションの様子

選手を代表して力強く宣誓する
ＤＭクラブスポーツ少年団　主将田中岳玖さん

平成30年度
全国大会を目指して頑張ろう！！

【第40回全国スポーツ少年団
軟式交流大会北信越大会】

開催日：平成30年7月7日（土）～ 8日（日）
開催地：石川県金沢市
会　場：内川スポーツ広場球場

DMクラブスポーツ少年団

燕西小野球スポーツ少年団

※	平成30年度は新潟県から上位２チームが出場
できます。
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全国バレーボール交流大会男子に
新潟県代表として出場

全国バレーボール交流大会女子に
新潟県代表として出場

　優勝の瞬間の子どもたちの喜ぶ
姿と、応援の家族の皆さんが涙し
てくれた光景が脳裏に焼き付いて
います。この日の夜、片貝まつり
花火の番外として尺玉２発を打ち
上げていただきました。場内アナ
ウンスで「片貝MVBCが県大会で優
勝し全国大会に出場することにな
りました」と紹介されました。場内の片貝町民はもちろん10万観客の皆さん
からの大きな拍手と歓声は、私たちにとって生涯忘れられない思い出となり
ました。
　片貝MVBCは、『バレーボールを通して、人として最も大切なことを学ぶ』
ことを目的としています。そのために、日々「心・和・技・体」の育成を念
頭に活動し、さらに子どもたちには『夢を持ち、その夢を叶えるために最大
限の頑張りが大切』と強調しています。
　全国大会を前にして、あるときは強豪チームに大健闘したかと思えば、情
けないくらいの試合をすることも
あり、なかなか戦う厳しい心になっ
てくれません。｢和｣の精神は少し
ずつ育っていますが、「負けてなる

ものか」という｢心｣がまだまだです。なんとか全国大会までに「心・技・体」の強化につい
て自覚させ、取り組みを充実させたいと思います。
　最後に、私たちを育ててくださった県内チームの皆さんに心から感謝申し上げます。

　	昨年行われた北信越大会で優
勝し、平成30年３月25日から群
馬県にて開催される第15回全国
スポーツ少年団バレーボール交
流大会に新潟県代表として出場
することになりました。
　６年生最後の大会を全国大会
で締めくくることができて、大
変光栄に思います。
　普段の練習では、上級生が下
級生の指導を行っていて、バレー
ボールの技術だけでなく、スポー
ツマンとしての挨拶、礼儀等も
親切に教えています。バレーボー
ルを通じて、物の大切さや人へ
の愛情の大切さを感じるチーム
つくりをしています。我々指導者は中学、高校に繋がる様基礎練習を主体
に日々精進しています。
　夏には公園でレクレーションや12月には毎年クリスマス会を開催して、
子供たちがのびのびと活動できるように保護者と連携して行っています。
　全国大会という最高の舞台で日頃の練習の成果を発揮して、上位に進め
られるよう精いっぱい頑張ってきます。応援よろしくお願いいたします。

片貝ミニバレーボールクラブ
スポーツ少年団（小千谷市）
活動場所：小千谷市立片貝小学校

監督　田中 和男

中之口ジュニアバレーボール
スポーツ少年団（新潟市）

活動場所：新潟市立中之口東小学校
監督　西村　誓

元気な仲間たち①

元気な仲間たち②

F R I E N D  S H I P
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全国剣道交流大会に新潟県代表として出場

新潟市秋葉区スポーツ少年団が
社会貢献活動で表彰されました

　こんにちは、『花と緑とスポー
ツの町』五泉市の、五泉市剣道連
盟スポーツ少年団です。
　この度、平成30年３月25日（日）
～３月27日（火）に東京都で開催
される第40回全国スポーツ少年
団剣道交流大会に新潟県代表とし
て出場する事に成りました。
　新潟県代表としては、平成18年宮城県で開催されました全国スポーツ少年
団剣道交流大会新潟県代表（団体戦）で出場して以来２回目の出場となり、緊張
と期待に夢を膨らませております。
　私たちは、全国でも数少ないフロアーの広さを持つ、五泉市総合会館（大ホー
ル）の一角に有る、各技場で週２回の稽古を行っております。
　稽古終了後に、『わたくし達の誓い」を発声の練習も含め全員で唱和しており
ます。

『わたくし達の誓い』
一、　わたくし達は礼儀を正しくします。

一、　わたくし達は健康な身体（からだ）を養い、親に心配をかけません。

一、　わたくし達は勉強します。

一、　わたくし達は友情を大切にします。

一、　わたくし達は剣道によって明るく正しくたくましい心をつくります。

五泉市剣道連盟

　『剣道の理念』『剣道修練の心構え』を正しく
理解し、相合の人格を尊重し合い、学ぶ精神を
忘れずに、稽古に励むことにより自己を実現す
ることを、剣道の目的として、日々の稽古に汗
をながしております。
　全国スポーツ少年団剣道交流大会では、一つ
でも多く試合が出来る様に頑張ります。
　また、交流大会参加の都道府県代表のお友達
と剣道を通してたくさん交流し、剣道仲間を増
やしたいと思います。

　新潟市秋葉区スポーツ少年団は、平成11年から地域のボランティア行事として、信濃川右岸の
雁巻緑地公園において、清掃及び花植え活動に取り組み、河川愛護・環境保全に貢献されたとの
ことで、平成29年5月26日に平成29年河川功労者として公益社団法人日本河川協会から表彰され
ました。
　これからもス
ポーツで人々をつ
なぎ、地域づくり
に貢献されること
を期待しています。

個人戦　中学生男子
新潟西剣士会スポーツ少年団
（新潟市）　菅原　翼（中3）

新潟西剣士会スポーツ
少年団の菅原翼です。
中学校最後の大会とし
て、ひとつでも多く勝
ち上位を目指したいと
思います。

個人戦　中学生女子
地蔵堂剣士会スポーツ少年団
（燕市）　本間　朱莉（中3）

地蔵堂剣士会スポーツ少年
団の本間朱莉です。
上位に上がれるように頑張
ります。
また、中学最後の大会なの
で悔いの残らぬよう一生懸
命頑張ります。

飯田	進	秋葉区本部長

団体戦
五泉市剣道連盟スポーツ少年団
（五泉市）
活動場所：五泉市総合体育館

監督　伊藤　佳徳

新潟市秋葉区スポーツ少年団
（サッカー、軟式野球、ミニバスケットボール、バレーボール、バドミントン、柔道、剣道、空手、少林寺拳法などの各単位団）

元気な仲間たち③

元気な仲間たち④　

F R I E N D  S H I P
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受賞おめでとうございます！
今年度表彰された方々の功績に敬意を表し

お名前をご紹介します

新潟県スポーツ少年団顕彰（指導者）　　　　　（敬称略）
氏　名 単位団名 種目 所属市町村
本間　正之 南中野山野球クラブスポーツ少年団 軟式野球 新潟市
山田　活基 川崎剣道スポーツ少年団 剣道

長岡市

大関　　望 新町クラブスポーツ少年団 軟式野球
矢尻　昭仁 希望フェニックススポーツ少年団 ミニバス
原　　孝之 赤城ベースボールクラブスポーツ少年団 軟式野球
丸山　太郎 若草野球スポーツ少年団 軟式野球
北原　　伸 新組ホワイトソックススポーツ少年団 軟式野球
直原　　幹 高田劍道スポーツ少年団 剣道 上越市
庭野　哲夫 十日町バドミントンスポーツ少年団 バドミントン

十日町市太田　　貢 十日町バドミントンスポーツ少年団 バドミントン
児玉　　勝 十日町バドミントンスポーツ少年団 バドミントン

遠藤　昌文 寺社ビック・ファイターズ
阿賀野市野球スポーツ少年団 軟式野球

阿賀野市
小林　英伸 安田バドミントンスポーツ少年団 バドミントン

伊藤　　宏 阿賀野市安田少林寺拳法
スポーツ少年団 少林寺拳法

石塚　　翔 笹神柔道スポーツ少年団 柔道
大嶋　智之 阿賀野市スポーツ少年団 サッカー
久保田　肇 中条ウイングススポーツ少年団 軟式野球

胎内市山本　一行 クレーシェFCスポーツ少年団 サッカー
榎本　和光 中条剣道スポーツ少年団　 剣道
久代　稜男 胎内市柔道スポーツ少年団　 柔道

日本スポーツ少年団顕彰表彰スポーツ少年団
市町村名

新発田市スポーツ少年団
妙高市スポーツ少年団

日本スポーツ少年団顕彰表彰指導者
氏　名 単位団名 種目 所属市町村
早見　和夫 五十嵐勇道館スポーツ少年団 テコンドー

新潟市
柴田　秀嗣 新潟中央柔道スポーツ少年団 柔道
風間　良平 宮内ファイターズスポーツ少年団 軟式野球 長岡市

新潟県スポーツ少年団顕彰（単位団）
単位団名 種目 所属市町村

南中野山野球クラブスポーツ少年団 軟式野球 新潟市
山谷沢ブルーフェニックススポーツ少年団 野球

長岡市
明心会スポーツ少年団 空手道

本部長　樋口　秀幸

　このたびは日本スポーツ少年団顕彰表彰をいただきま
して、関係者一同心から感謝申し上げます。
　新発田市スポーツ少年団は、現在、13の競技種目、28
の団体が登録し、各団体が自主的に主体性を持った活動
を展開しスポーツを通して、心身ともにすこやかで想像
力豊かな子どもたちを育成しています。
　近年少子高齢化が社会問題となっておりますが、新発
田市においても児童数が減少しており、学校単位でのス
ポーツ活動が困難な学校が見受けられます。このような
状況の中で「スポーツをはじめたい！」「もっと上達した
い！」という子どもたちの一助となるよう、今後とも活
動に取り組んでいきたいと思っております。

本部長　市村　隆

　本年度、妙高市スポーツ少年団が「日本スポーツ少年
団顕彰表彰」を受賞させいただきましたことに、心より
感謝申し上げます。
　当スポーツ少年団は、剣道をはじめ、野球・バレー
ボールなどのスポーツ活動を通して、仲間との連帯や友
情、協調性や創造性を育むとともに、人間性豊かな社会
人の育成に励んでいるところです。
　今回の表彰を受け、当スポーツ少年団の歴史と伝統を
受け継ぎながら、今後もお互いを敬う心と形を持てる指
導を行い、次世代を担う青少年の更なる飛躍へとつなが
る心豊かな人間育成活動に取り組んでいきたいと思いま
す。

新発田市スポーツ少年団 妙高市スポーツ少年団

日本スポーツ少年団表彰受賞にあたって

平成29年度 顕 彰 受 賞 者 名 簿
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　スポーツ少年団登録には有資格指導者（認定員又は認定育成員）が
２名以上必要です。
　スポーツ指導の基礎的知識を学ぶ機会であり、スポーツ少年団指導
者（登録している保護者含む）であればどなたでも受講できます。ス
ポーツ少年団に関わる方はぜひ認定員の資格を取得しましょう！

なぜ資格が必要？
○子どもたちの安全で楽しいスポーツ活動のために
○正しい知識を持った指導者が指導にあたるために	
○	指導者による行き過ぎた指導や誤った指導にならないために

スポーツリーダー養成講習会兼
スポーツ少年団認定員養成講習会のご案内

◇資格取得の流れ
コース名 期　　日 会　場

長 岡 ① 平成30年11月	 3日（土）～	 4日（日） 長岡市内（予定）

新 潟 ① 平成30年12月	 8日（土）～	 9日（日） 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター

長 岡 ② 平成31年	 2月	 2日（土）～	 3日（日） 長岡市内（予定）

※	平成30年度講習会については各市町村スポーツ少年団及び公益財団法人新潟県体育協会ホームページを通じて案内い
たします。
※	発行時点の予定ですので、やむを得ない事情で変更となる場合があります。正式な開催通知で御確認ください。

日本スポーツ少年団「認定員」資格

都道府県スポーツ少年団による認定

スポーツ少年団指導者

市区町村スポーツ少年団による推薦

登録

スポーツ少年団への指導者登録
スポーツリーダー養成講習会兼
スポーツ少年団認定員養成講習会
［35H…集合講習14H＋自宅学習21H］
－都道府県スポーツ少年団開催－

受講

日本体育協会公認「スポーツリーダー」資格認定

日本体育協会公認
「スポーツリーダー」資格保有者

小さな掛金、大きな補償小さな掛金、大きな補償

団体での活動中の事故／往復中の事故対象となる事故

平成30年4月1日午前0時から平成31年3月31日午後12時まで（申込受付は平成30年3月から）保険期間

補償内容は、加入区分によって異なります。詳しくは、ホームページなどをご覧ください。補償内容

掛金（1人年額800円～1,850円）は、活動内容・年齢によってご選択いただく加入区分ごとに異なります。掛金
ただし、危険度の高いスポーツを補償するD区分は11,000円

賠償責任保険傷害保険 突然死葬祭費用保険

スポーツ安全保険 Ⓡ
　 名以上の団体・グループで

ご加入ください。

025-287-8080 電話受付時間　午前8時30分～午後5時（土、日、祝日を除く。）

〒950-0933 新潟市中央区清五郎67-12新潟県支部
〈（公財）新潟県体育協会内〉デンカビッグスワンスタジアム

仲間と一緒に楽しく仲間と一緒に楽しく

平成30年度

平成29年度新潟県スポーツ少年団登録状況
区　分 登録数
市　町　村 28
単　位　団 643
団　　　員 12,795

男子 8,869
女子 3,926

区　分 登録数
指　導　者 3,371

県・市町村役員 267
認定育成員 34
認　定　員 2,420
有資格者率 67.5

※	複合種目とは、数種類のスポーツを並行して行ったり、季節ごとに変えた
りして活動を行う形態のことです。

競　　　　　　技 団数 ％
軟式野球 153 23.8	
バスケットボール 63 	9.8	
空手道 56 	8.7	
複合種目　※ 54 	8.4	
剣道 53 	8.2	
サッカー 53 	8.2	
バレーボール 51 	7.9	
柔道 28 	4.4	

競　　　　　　技 団数 ％
バドミントン 27 	4.2	
少林寺拳法 23 	3.6	
ソフトテニス 14 	2.2	
卓球 12 	1.9	

その他（野球、水泳、
スキーなど16競技） 56 	8.7	

合　　　　　計 643 100.0	



はスポーツ少年団を応援していますはスポーツ少年団を応援していますはスポーツ少年団を応援していますはスポーツ少年団を応援しています

ホームセキュリティはホームセキュリティはホームセキュリティはホームセキュリティは

アルソック！アルソック！アルソック！アルソック！

お買上げプランならお買上げプランならお買上げプランならお買上げプランなら

月々３，５００円から月々３，５００円から月々３，５００円から月々３，５００円から

新潟綜合警備新潟綜合警備新潟綜合警備新潟綜合警備保障株式会社保障株式会社保障株式会社保障株式会社
新潟市東区小金町１丁目１７番２０号

TEL：0120-39-2413 （年中無休 24時間受付）

お問い合わせくださいお問い合わせくださいお問い合わせくださいお問い合わせください
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　運動・スポーツに対する積極性を引き出すアクティブ・チャイルド・プ
ログラム。
　幼少年期に「楽しみ」の要素を重視しながら運動遊びや複数のスポーツを
経験させておくと、将来的に多彩な動きができるようになり、後に遭遇す
る失敗や困難、あるいは厳しいトレーニングに対して「きっとできる」とい
う確信をもって乗り越えることにつながるだけでなく、燃え尽き症候群や
ケガのリスクの低下につながる可能性も指摘されています。
　幼少年期のころから「楽しむ」遊び経験を積んでおくことは運動・スポー
ツ活動の基礎となっていきます。
　『幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム』の詳しい情報は日
本体育協会のホームページで閲覧できます。

どうして幼少年期に体を動かして
遊ぶことが大切なんだろう？

体を動かすことの面白さ、楽しさを子どもたちに伝えよう！

　　　　　　 幼児期からの
アクティブ・チャイルド・プログラム（ACP）
知ってますか？

	ACP　日体協 検索 ➡

平成29年度開催の様子

理論編ではスライドを使いACPの重要性を丁寧に解説

さまざまな動きを使った遊びを体験
子どもの年齢に応じた遊びの展開方法・工夫などを実技編で学びます。

指導者も童心にかえって楽しく実習

　日頃の指導においてACPを実践することで、
子どもたちの動きは生き生きしてきます。
　子どもたちを楽しく遊ばせるヒントを学びま
しょう！

■開 催 日：平成30年６月30日（土）
■会　　場：三条市栄体育館
■参加対象： スポーツ少年団関係者、保護者、

スポーツ関係者、教育・幼稚園等
関係者等

※	正式な案内については各市町村スポーツ少年団及び公
益財団法人日本体育協会ホームページ、公益財団法人
新潟県体育協会ホームページを通じて行います。

幼児期からの
アクティブ・チャイルド・
プログラム普及講習会開催

平成30年度
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リーダー会会員募集中

新潟県スポーツ少年団
　　リーダー会で
一緒に楽しく活動しよう！

「学ぶ」「気づく」「考える」「実行する」
大自然の中でリーダーへの扉を開こう！！

ジュニア・リーダースクールのご案内

　新潟県スポーツ少年団リーダー会は、ジュニア･リーダースクールの運営をはじめとして、北信越ブロックリーダー研
究大会や全国及び北信越スポーツ少年大会参加など、活発に活動を展開しています。平成29年７月に妙高市にて開催され
た全国スポーツ少年大会の企画・準備・運営でも大活躍！平成30年度は競技別交流大会の運営にも参加します！
　また、平成30年度の新潟県スポーツ少年団リーダー研修会を４月に予定していますので、みなさんの参加をお待ちして
います。	 新潟県スポーツ少年団リーダー会会長　角屋　真理

◆	入会資格　　県内のスポーツ少年団登録者で中学１年生以上20歳未満の者
◆	会　　費　　高校生以上　1,500円　　中学生　1,000円

※	正式なリーダー会入会案内及び研修会開催通知について
は、各市町村スポーツ少年団を通じて案内します。

平成30年度

期日：平成30年８月18日（土）～ 20日（月）２泊３日
会場：国立妙高青少年自然の家
対象：小学校５年生～中学校３年生まで

　	「リーダー」とは、各単位スポーツ少年団の活動で団員のお手本となって活
動することができる人をいいます。
　このスクールで、また１つ新しい自分を発見しよう！
　※	正式な開催案内については市町村スポーツ少年団を通じで案内します。

新しい仲間も増えて楽しいよ♪

・学校や単位団以外の子とも活動ができて楽しい。
・�他県のリーダーとも交流ができるためすごく楽し
いし、刺激を受ける。
・�人前で話すことや下の子の面倒をみることが好き
になった。
・国際交流（ドイツ）への興味が沸いてきた。

など

・積極的な性格になった。
・�リーダー活動が学校での部活動や生徒会活動に活
かされている。
・�人をまとめることや進め方などが得意になってき
たようだ。
・�とても良い活動をしているから沢山のリーダー仲
間を増やしてほしい。

など

≪リーダー会入会について≫

リーダー
会員の声

保護者の声
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応募締切　平成30年４月20日（金）
【応募方法】
下記①～⑦を明記のうえ任意のA4用紙にてFAX又は郵送（ハガキ）にて
お申込みください。
①名前　②性別　③学年　④所属単位団名　⑤住所　⑥連絡先TEL
⑦A～ Cの希望順を明記

【応 募 先】
新潟県スポーツ少年団「サインプレゼント係」宛
FAX　025-287-8601
住所　〒950-0933
　　　新潟市中央区清五郎67-12　デンカビッグスワンスタジアム内　
●応募多数の場合は厳正なる抽選により決定いたします。
●発表は発送（５月上旬）をもってかえさせていただきます。
●	応募により得た個人情報はこの企画（抽選・発送等）に関する業務以外には使用いたしせん。

サッカー元日本代表、サッカー解説者

東京2020応援プログラム（申請予定）

平成30年度スポーツ少年団全国一斉活動
オリンピック・パラリンピック・ムーブメントへの理解を深めよう！
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催を契機に、「スポーツで人々をつなぎ、地域づくりに貢献する」
というスポーツ少年団の理念の一つに基づき、全国各地で実施する美化活動、環境ボランティア活動、平和活動、国際交
流活動などの社会貢献活動を通して、オリンピック・パラリンピック・ムーブメントへの理解を深める活動を実施します。
　全国のスポーツ少年団の活動を人数（人）×時間（分）で集計し、約125年分の活動となることを目指しましょう！！

　（一社）新潟県サッカー協会の新春講話会で講師を務
められた北澤豪氏から新潟県スポーツ少年団の皆さん
にメッセージ付きサインをいただきました。

活動実施期間 活動申請期限
H30/ 4/1～ 5/31 H30/ 2/28まで
H30/ 6/1～ 7/31 H30/ 4/30まで
H30/ 8/1～ 9/30 H30/ 6/30まで
H30/10/1～11/30 H30/ 8/ 31まで
H30/12/1～12/31 H30/10/31まで

●単位スポーツ少年団
●市町村スポーツ少年団　　のいずれかで日本体育協会のHPへ申請してください。

活動報告申請後に参加証が申請団へ届きます。詳しくは日本体育協会のHPより要項・申請方法をご確認ください。
	日体協　	全国スポーツ少年団一斉活動 検索 ➡

1968年生まれ、東京都出身の元サッカー選手。ポジションはMF。
読売クラブ（現　東京ヴェルディ）で活躍（Ｊ１リーグ通算264試合）。
日本代表としても多数の国際試合で活躍した（日本代表国際Ａマッチ　
59試合）。
03年現役を引退後、現在はサッカー解説者を務める傍ら、日本テレ
ビ系「NEWS　ZERO」、「シューイチ」のレギュラーや各スポーツ番組
などに多数出演をしている。
また、社会貢献活動にも積極的に取り組み、サッカーを通じて世界の
子ども達を支援できる環境づくりを目指している。　　　　　　　　

【主な役職】
（公財）日本サッカー協会理事、（公財）日本サッカー協会	フットサル・ビーチ
サッカー委員長、（一社）日本障がい者サッカー連盟会長他

北
き た

澤
ざ わ

 豪
つよし

さん
 メッセージ付き

サインプレゼント

A目指せ東京オリンピック B目指せワールドカップ C目指せ自分の夢

※活動期間に応じて申請及び報告時期が異なります。
※	125年とは第１回オリンピック競技大会（アテネ）から第32回オリンピック競技大会（東京）ま
での期間にあたります。

実施期間　平成30年４月１日（日）～平成30年12月31日（月）

スペシャル
企画
３名様
限定
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新潟県スポーツ少年団「にいがたスポ少ニュースレターvol.10」
●発行日：平成30年2月28日　●発行者：公益財団法人新潟県体育協会新潟県スポーツ少年団
〒950-0933　新潟市中央区清五郎67番地12 デンカビッグスワンスタジアム内
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